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増加する水害リスクに対応するため、内水ハザードマップを

改訂しました 
 

告⽰⽇︓ 令和５年１０⽉２⽇（⽉） 
 

 
近年多発する集中豪⾬や線状降⽔帯の発⽣など、これまで以上の⽔害リスクに対応すべく、

本日⽔防法の規定による浸⽔想定区域の指定（ハザードマップの変更）を⾏いました。 
 

 
■想定される降⾬量の⾒直し 

シミュレーション降⾬量を市内における既往最⼤降⾬（1 時間あたり 72.5ｍｍ）から、想
定し得る最⼤規模の降⾬（1 時間あたり 153ｍｍ）に変更しました。 
■シミュレーションの精度向上及び範囲拡⼤ 
 浸⽔想定区域の表示をこれまでの 50ｍメッシュから 25ｍ以下の矩形とするとともに、浸
⽔シミュレーションの範囲を下⽔道⾬⽔計画区域から市内全域に拡⼤しました。 
■不動産取引時の重要事項説明となります 
 新しい内⽔ハザードマップは⽔防法に適⽤することから、不動産取引時の重要事項説明と
なります。 
 

 
■「⼩江⼾川越マップ」（公開 GIS）から住所検索が可能です。 

ご⾃宅のパソコン・スマートフォンから知りたい場所の⽔害リスクを確認することが出来
ます。 
■市のホームページからダウンロード（PDF ファイル）が可能です。 

⽔害ハザードマップのページでは、洪⽔ハザードマップとともに内⽔ハザードマップを公
開しており、市内を 10 分割としたハザードマップ（縮尺 1/15,000）をダウンロードするこ
とができます。 
■以下の窓口で内⽔ハザードマップを閲覧することができます。 
 事業計画課（上下⽔道局庁舎２階）、防災危機管理室（本庁舎 4 階）、河川課（⼩仙波庁舎
２階）、市内 11 か所の各市⺠センター 
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